
田芋畑のあぜ道を元気に歩く子どもたち

（宜野湾市）

田芋畑のあぜ道を元気に歩く子どもたち

（宜野湾市）

沖縄県の
中小企業振興の取り組み

労使間のトラブルで
悩んでいませんか？

この子たちに
家庭の愛をください

沖縄県の
中小企業振興の取り組み

労使間のトラブルで
悩んでいませんか？

この子たちに
家庭の愛をください

新型インフルエンザが流行しています。

手洗い、うがい、咳エチケット等で

感染拡大防止につとめましょう。

平
成
21年

10月
1日
発
行
第
33巻

10号
通
巻
409号

こ
の
冊
子
は
14,200部

印
刷
し
、1部

あ
た
り
の
経
費
は
約
100円

で
す
。

（
経
費
の
一
部
は
広
告
収
入
に
よ
り
充
当
さ
れ
て
い
ま
す
。）
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「がじゅまる自然学校」校長

特集

特集

特集

沖縄県広報誌｢美ら島沖縄｣は、県の施策や
情報をわかりやすく県民のみなさまにお伝
えする冊子です。公共機関や学校、銀行、病
院など多くの方が利用する施設でご覧にな
ることができるほか、沖縄ファミリーマー
トの店舗で無料配布しています。

沖縄県広報誌「美ら島沖縄」について

＊

http://www.pref.okinawa.jp/churahome/

本号とバックナンバーは県広報課
ホームページでご覧になれます。

川の上流には大きな滝つぼが。      澄んだ空気が最高のごちそうです

遊んで学ぶ自然教室

TEL.098-866-2020 

「
清
流
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
＆

滝
つ
ぼ
遊
び
」に
出
か
け
よ
う
！

川の水は浮力がな
いので、大人も子供
も必ずライフジャ
ケットを着る。

川の水は冷たいの
で、唇の色が変わっ
たらすぐに川から出
て、太陽を浴びて体
を暖める。

観察した生物や植
物は、元の場所に戻
す。

自然をしっかり知っている人や、ガイドと
一緒に行くようにする。

浅子 智昭さん
本島北部の大自然や里をフィールド

に、沖縄の自然・文化を通して豊かな

心を育てる自然体験活動の普及に努め

る。日本エコツーリズム協会が応援す

る「このガイドさんに会いたい 100 人

プロジェクト」の一人にも選出された。

遊んで学ぶ自然教室 親子エコくらぶ　
「清流トレッキング＆滝つぼ遊び」に出かけよう！

コチドリ

　

や
ん
ば
る
の
自
然
を
全
身
で
感
じ
ら
れ
る
リ

バ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
参
加
す
る
の
は
、喜
屋
武

萌
子
ち
ゃ
ん（
中
一
）、
桐
子
ち
ゃ
ん（
小
五
）、
桃

子
ち
ゃ
ん（
小
三
）、蓮
司
く
ん（
六
歳
）親
子
。お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
も
、
水
着
を
着
て
や
る
気

満
々
！
靴
が
水
の
中
で
脱
げ
な
い
よ
う
に
、
か

か
と
部
分
が
止
め
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
サ
ン
ダ
ル

を
履
い
て
い
ま
す
。案
内
役
の
浅
子
先
生
に
続

き
、み
ん
な
で
出
発
！

　

ヒ
カ
ゲ
ヘ
ゴ
や
シ
ダ
が
生
い
茂
る
山
道
を
歩

い
て
い
く
と
、
青
く
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
リ
ュ
ウ

キ
ュ
ウ
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
を
発
見
し
ま
し
た
。「
メ

ス
は
黒
っ
ぽ
く
地
味
な
色
な
の
に
、
オ
ス
が
派

手
な
の
は
何
故
か
な
？
」
と
い
う
先
生
の
質
問

に
、「
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
て
い
る
か
ら
！
」と
元
気
に

答
え
た
桃
子
ち
ゃ
ん
。メ
ス
は
お
腹
に
卵
を
抱

え
て
い
る
た
め
、目
立
た
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

の
で
す
。

　

他
に
も
、
き
れ
い
な
黄
緑
色
の
体
を
し
た
ア

オ
ミ
オ
カ
タ
ニ
シ
、
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
、
キ
ノ
ボ

リ
ト
カ
ゲ
、ジ
ョ
ロ
ウ
グ
モ
な
ど
た
く
さ
ん
の
生

物
を
観
察
で
き
ま
し
た
。

　

水
辺
の
植
物
や
生
物
を
観
察
し
な
が
ら
十

五
分
ほ
ど
川
を
上
る
と
、
目
的
地
の
滝
つ
ぼ
に

到
着
。「
キ
ャ
ー
！
冷
た
い
よ
ー
」
海
水
と
違
い
、

冷
た
い
川
の
水
に
び
っ
く
り
し
た
喜
屋
武
さ
ん

親
子
で
す
が
、
す
ぐ
に
慣
れ
て
泳
ぎ
始
め
ま
し

た
。太
陽
が
出
て
温
か
い
日
は
秋
頃
ま
で
川
遊

び
を
楽
し
め
ま
す
が
、
川
の
水
は
夏
で
も
冷
た

い
の
で
、
長
時
間
入
ら
な
い
よ
う
に
注
意
が
必

要
で
す
。

　

川
の
一
番
深
い
場
所
は
二
・
五
ｍ
〜
三
ｍ
も

あ
る
の
で
、
危
険
な
場
所
を
き
ち
ん
と
覚
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。先
生
の
注
意
を
よ
く
聞
い
て
、

楽
し
く
安
全
に
遊
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
も
川
遊
び
に
参
加
し
、
滝
の
下

を
く
ぐ
っ
た
り
、
水
を
か
け
あ
っ
た
り
し
て
大
は

し
ゃ
ぎ
で
す
。

　

川
底
に
あ
る
赤
茶
色
の
泥
岩
は
と
て
も
柔
ら

か
い
石
な
の
で
、
岩
に
こ
す
り
つ
け
る
と
、
ま
る

で
絵
の
具
の
よ
う
に
色
が
つ
き
ま
す
。顔
に
ペ
イ

ン
ト
し
よ
う
と
す
る
お
父
さ
ん
か
ら
逃
げ
回
る

桐
子
ち
ゃ
ん
。萌
子
ち
ゃ
ん
は
、
腕
い
っ
ぱ
い
に

落
書
き
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
川
の
下
流
に
あ
る
集
落
で
は
、
川
の
水

を
塩
素
消
毒
し
、    

飲
み
水
と
し
て
使
っ
て
い
る

の
で
、
上
流
で
は
ゴ
ミ
な
ど
を
捨
て
た
り
し
て
、

川
を
汚
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。「
川
や
山
の
汚
れ

は
、
そ
の
ま
ま
海
に
繋
が
っ
て
い
く
。川
や
山
が

元
気
だ
と
、
海
も
、
そ
し
て
人
間
も
元
気
に
な
れ

る
よ
」と
先
生
。

　

こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
き
た
い
大
自
然
の
息

吹
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
ん
で
、
大
満
足
な
一

日
を
過
ご
し
た
喜
屋
武
さ
ん
親
子
で
し
た
。

沖
縄
の
自
然
を

       

ま
る
ご
と
体
験

川
や
山
が
元
気
だ
と

　
　

  

海
も
元
気
！

10

身
近
に
あ
る
地
元
の
素
材
を
使
っ
て

昔
な
が
ら
の
遊
び
に
挑
戦
す
る
「
う
ち
な
〜
流
エ
コ
」
。

お
日
様
や
風
を
感
じ
て
、
親
子
で
一
緒
に
遊
び
な
が
ら

沖
縄
の
豊
か
な
自
然
を
再
発
見
し
て
み
よ
う
！

「清流トレッキング＆滝つぼ遊び」
で注意すること

も
え
こ

こ

き
り
こ

れ
ん
じ

あ
さ
こ

山の中や水辺で、たくさんの生物を発見

泥岩をこすると色が付くよ。ボディペイントしちゃえ！

URL:http://www.wens.gr.jp/gajumaru
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監
修
／
N
P
O
法
人
沖
縄
ホ
ー
ル
ア
ー
ス
研
究
所

県政フラッシュ  

この子たちに家庭の愛をください

沖縄県の中小企業振興の取り組み

労使間のトラブルで悩んでいませんか？

仕事の現場ウォッチング

公務員のシゴト （消防士）

県のうごき1

野菜パパイヤ食べようキャンペーン

県のうごき2

情報ひろば　お知らせ

輝け！わした島の未来「沖縄元気プロジェクト」
宜野湾市

第33回　沖縄の産業まつり

守りたい自然  ～おきなわの彩鳥（いろどり）～

さぁ出発だ！エイエイオー！ と
う

石の上は滑りやす
いので石と石の間
に足をつけ、腰を低
くして歩く。山の中
は携帯電話が繋が
らない場所がほとんどなので、ケガには
十分気をつける。



K E N S E I  F L A S H

県政

フラッシュ
8月・9月の動き

開会式であいさつする仲井眞知事

278

米軍基地に関する問題について改善を求める仲井眞知事（右）

49

119

139

第59回全国高等学校
PTA連合会大会が開かれる
第59回全国高等学校
PTA連合会大会が開かれる宮古島市で沖縄県総合防災訓練が行われる宮古島市で沖縄県総合防災訓練が行われる

夏の風物詩、第54回沖縄全島エイサーまつり開催！夏の風物詩、第54回沖縄全島エイサーまつり開催！ レイモンド・グリーン在沖米国総領事が
着任あいさつ
レイモンド・グリーン在沖米国総領事が
着任あいさつ

　前職のケビン・メア氏に代わり、8月25
日付で在沖米国総領事に着任したレイモ
ンド・グリーン氏が着任あいさつで県庁を
訪ね、仲井眞知事ら県幹部を表敬した。
　「目標としている2014年までに普天間
代替施設だけでなく、嘉手納基地より南
の軍用地等の土地返還なども含めた計画
を実現させたい」として、在日米軍再編について展望を語ったグリーン総領事
に対し、仲井眞知事は「米軍再編については早急に計画を進めて欲しい」と話
したほか、米軍関係者の事件・事故および騒音問題について改善に取り組む
よう求めた。グリーン総領事は「対策について積極的に意見交換するなど、対
話で問題解決できるよう努力したい」と応じた。

米軍再編について展望を語るグリーン総領事

参加者を前にあいさつを述べる仲井眞総監
開会式に参加した全国PTA関係者

会場に太鼓の音が響き渡るエイサー演舞

会場であいさつする仲井眞知事

　第54回沖縄全島エイサーまつりが沖縄市
のコザ運動公園陸上競技場で行われ、県内
外から集まった多くのエイサーファンが県内
各地青年会のエイサー演舞を楽しんだ。
　13日に来賓あいさつで登壇した仲井眞知
事は「沖縄全島エイサーまつりは県内で最も
長い歴史があり、県内外から高い評価を受
けている。この沖縄全島エイサーまつりが、
伝統芸能の保存継承、県外地域との活発な交流の場として、ますます発展するこ
とを祈念する」と話した。
　同まつりは11日の道じゅねーに続いて、12日と13日には市内青年会のほか、市
外青年会など総勢28団体が出演し、それぞれ特色ある力強い演舞を披露した。

事故車両からの救助活動訓練の様子

　県、市町村及び各防災機関の連携と県民の防災
に対する意識向上を目的とした平成21年度の県総
合防災訓練が宮古島市の平良港下崎ふ頭で行わ
れ、消防や警察、自衛隊のほか、地元住民・生徒、関
係団体の職員など約2,000人が参加した。
　仲井眞総監（知事）は訓練開始式で「地域と防災
関係機関が一体となり、災害に対応する能力の向
上を図るなど、実りある訓練となるよう期待する」と
あいさつした。
　同訓練は宮古島近海を震源とする強い地震により、多良間島で震度6強、宮古島市平
良地区で震度6弱を記録し、津波の発生や多数の建物の倒壊などを想定した消火活動
のほか、事故車両や倒壊した建物からの救助活動、災害後の復旧活動などが行われた。

　「拓くたくましさ　つなぐ優しさ　築こう親子の輪」を
テーマに全国高等学校PTA連合会大会が初めて沖縄で開
催され、全国各地から1万人超の高等学校PTA関係者が参
加した。
　この日、宜野湾市の沖縄コンベンションセンター
で行われた開会式では、仲井眞知事が「子どもたち
を取り巻く厳しい環境の中、全国大会が開催される
ことは、誠に意義があり、本大会が今後のPTA活動
の充実・発展に反映されることを期待している」とあ
いさつしたほか、PTA活動に関する功労者・団体への
表彰が行われた。
　大会2日目は県内各地で複数の分科会に分かれ、
家庭・学校教育や進路等について討議を深めた。

日誌
県政

52万4,415世帯世帯
※前月比726世帯増

平成21年8月1日現在

138万3,549人人口
※前月比873人増

8　
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S
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0
0
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沖
縄
伝
統
空
手
道
世
界
大
会
交
流
会

沖
縄
県
軍
用
地
転
用
促
進
・
基
地
問
題
協
議
会
総
会

沖縄の人口
世帯の動き

表敬
（
社
）日
本
青
年
会
議
所
会
頭

安
里
繁
信
氏
ほ
か

表敬
那
覇
地
方
検
察
庁
検
事
正　

三
浦
守
氏

表敬
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
地
方
総
監

加
藤
耕
司
海
将

9　
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8
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テ
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エ
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ー
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つ
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県青少年・児童家庭課  　TEL：098-866-2174　　FAX：098-868-2402お問い合わせ

1

里
親
と
は

児
童
相
談
所
が
支
援
し
ま
す

里
親
に
な
る
に
は

健
康
的
で
明
る
い
家
庭
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す

　

十
月
は
「
里
親
を
求
め
る
運
動
」
月
間
で
す
。里
親
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ

り
、
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
里
親
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
豊
か

な
愛
情
と
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
育
て
て
い
こ
う
と
い
う
制
度
で
す
。県
は
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　今から８年前、私たち夫婦は一通りの研修を受
けて、里親として認定・登録されました。登録か
ら約１年後、コザ児童相談所から「５歳の女の子
を預かってもらえませんか？」と電話をもらいまし
た。それから何日か経って、５歳半の女の子と対
面しました。今でもよく覚えています。その女の子
はとても悲しい顔をしていました。私は涙が出そ
うになりました。とてもかわいそうに思えてなら
なかったからです。そのとき私は決心しました。
「この女の子をきっと幸せにして、笑顔がきれい
な女の子にしよう」と。今、その女の子は預かって
いる５名の女の子の中で一番笑顔がきれいな
12歳の女の子に成長しています。

　

里
親
と
は
親
の
病
気
や
離
婚
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
っ
て
家
族
と
と
も
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど

も
を
一
定
期
間
、自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、豊
か
な
愛
情

と
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
育
て
て
い
く
方
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。県
に
は
平
成
二
十
一
年
八
月
末
現
在
、百
三
十
五

世
帯
の
里
親
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
七
十
四
世

帯
の
里
親
が
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、
子
ど
も
を
育
て

て
い
ま
す
。

　

里
親
に
な
る
に
は
、
ま
ず
、
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。担
当
の
職
員
が
里
親
制
度
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。次
に
申
込
書
を
提
出
し
、
児
童
相
談
所
は

申
し
込
み
を
受
け
る
と
里
親
希
望
者
の
家
庭
調
査
を
行

い
ま
す
。里
親
希
望
者
は
必
要
に
応
じ
て
里
親
研
修
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
の
後
、
県
社
会
福
祉
審
議
会

は
そ
の
里
親
希
望
者
が
里
親
と
し
て
適
格
性
が
あ
る
か

ど
う
か
を
審
議
し
、
適
格
と
認
め
ら
れ
れ
ば
里
親
と
し
て

認
定
さ
れ
ま
す
。

　

正
式
に
は
「
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
」
と
い
い

ま
す
。里
親
家
庭
等
を
ひ
と
つ
の
小
規
模
な
施
設
と
み
な

し
、
五
人
も
し
く
は
六
人
を
定
員
と
し
て
、
子
ど
も
を
養

育
す
る
制
度
で
す
。子
ど
も
の
養
育
者
に
は
、
一
定
以
上

の
里
親
と
し
て
の
経
験
や
児
童
福
祉
施
設
等
で
仕
事
を

し
た
経
験
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

県
で
は
、
十
月
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
の
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
す
。詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
の
養
育
を
委
託
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
子
ど

も
が
新
し
い
地
域
に
な
じ
み
、家
庭
的
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。里
親
に
望
ま
れ

る
こ
と
は
、
子
ど
も
が
大
好
き
で
あ
る
こ
と
が
大
前
提

で
あ
り
、健
康
的
で
明
る
い
家
庭
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

社
団
法
人
沖
縄
県
里
親
会
で
は
、
里
親
の
資
質
の
向

上
や
、
子
ど
も
の
養
育
上
の
不
安
や
悩
み
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
と
し
て
、
里
親
に
対
す
る
研

修
や
里
親
と
子
ど
も
の
交
流
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

里
親
に
登
録
す
る
と
、
児
童
相
談
所
が
養
育
を
希
望

す
る
子
ど
も
を
里
親
に
紹
介
し
ま
す
。そ
の
後
、
里
親
と

子
ど
も
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
児
童
相
談
所
が
相
性
確

認
を
行
い
、
適
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
里
親
に
子

ど
も
の
養
育
を
委
託
し
ま
す
。

　

委
託
を
受
け
た
里
親
に
は
子
ど
も
の
養
育
費
と
し
て
、

里
親
手
当
の
ほ
か
、
生
活
費
、
教
育
費
な
ど
の
費
用
が
県

か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。ま
た
、
所
得
税
法
上
の
扶
養
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

里
親
は
子
ど
も
の
養
育
で
問
題
や
悩
み
事
が
あ
っ
た

場
合
は
、い
つ
で
も
児
童
相
談
所
に
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。児
童
相
談
所
で
は
里
親
の
た
め
に
専
門
の
職
員

が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
支
援
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。

「
里
親
会
」 

里
親
の
交
流
の
場

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
制
度
」が

で
き
ま
し
た

里親になるには里親になるには
里親を希望する方は、お近くの児童相談所に申し込みます。

児童相談所の職員が家庭訪問、面接をして家庭状況や里親に関する希望条件について調査します。

養育里親及び専門里親を希望する方は、基礎研修・認定前研修を受講します。

調査・研修が終わると、県社会福祉審議会（児童福祉専門分科会）が里親申込者の里親としての
適格性について審査します。（審議会は年2回開催）

審議会の意見に基づき、知事が適当と認めた方が里親として登録されます。

児童相談所では、登録された里親家庭と連絡をとりながら、希望条件、生活環境、児童の適性など
を考慮し、里親への委託を進めます。

申込窓口

調　査

研　修

審　査

登　録

委　託

1

2

3

4

5

6

お問い合わせ先
県中央児童相談所

県コザ児童相談所

（社）沖縄県里親会

☎

☎

☎

●

●

●

098-886-2900
098-937-0859
098-882-5709

里親になってみませんか

愛愛

�
�
子
�
�
�

家
庭
��

 

�
�
�
�
�

1

里親：Ｔ
さん

里親

体験記
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中
小
企
業
っ
て
知
っ
て
る
？

み
ん
な
が
頑
張
る
中
小
企
業
の

応
援
団
で
す

産業振興公社中小企業支援センターの相談窓口

9月8日に開催された中小企業振興会議

沖
縄
県
の

中
小
企
業
振
興
の

取
り
組
み

　

私
た
ち
が
住
む
沖
縄
県
経
済
を
支
え
て
い
る
県
内
企

業
の
九
十
九
％
が
中
小
企
業
で
す
。県
で
は
、
こ
う
し
た

中
小
企
業
を
振
興
す
る
た
め
の
様
々
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

！！

沖縄県中小企業の振興に関する条例のポイント

中小企業施策を総合的に推進し、これによって沖縄県経済の発展及び県民生活の向上に資する

中小企業振興施策を総合的に策定・実施する ◎中小企業者→経営向上の自主的な努力をする
◎関係団体→中小企業者とともに主体的な努力をする 等

施策が適切に実施されるよう
産学行政の連携・協力を推進する

施策を推進するため必要な措置を
講ずるよう県が努力する

市町村が行う中小企業施策に対し、
県は必要な協力を行う

県の中小企業振興施策は、次の２点を促進することを念頭に実施する
①中小企業者が自らの力で活路を開くこと（自主的な努力）を促す
②中小企業の活性化が地域活性化に寄与し、中小企業のさらなる成長発展につながる（好循環な社会経済の構築）

新たな施策を策定する場合に情報の提供及び意見を述べる機会を設け、関係者相互間の意見交換を促進させ、聴取
した意見を元に考慮した施策の策定を行う 等

　

こ
の
応
援
団（
支
援
団
体
）と
県
は
、
中
小

企
業
を
元
気
に
す
る
た
め
に
互
い
に
協
力
し

て
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。平

成
二
十
年
度
か
ら
は
、
そ
の
応
援
団
の
方
々

と
の
作
戦
会
議
を
県
内
六
つ
の
地
域
で
開
催

し
、経
営
者
や
働
い
て
い
る
方
が
日
々
、取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
や
問
題
等
に
つ
い
て
情
報

交
換
し
、そ
の
解
決
方
法
を
考
え
た
り
、話
し

合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
は
中
小
企
業
の
支
援
に
つ
い
て

現
場
か
ら
意
見
を
取
り
入
れ
、
応
援
団
の

ト
ッ
プ
の
方
々
と
一
緒
に
、
多
く
の
企
業
が
元

気
に
な
る
よ
う
お
手
伝
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

県
内
中
小
企
業
が
元
気
に
な
る
た
め
に

は
、県
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
大
切
で
す
。県

民
の
皆
さ
ん
が
、
県
内
中
小
企
業
の
作
っ
た

商
品
や
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、「
地

産
地
消
」を
活
発
に
す
る
こ
と
で
、
中
小
企
業

は
さ
ら
な
る
活
力
を
得
て
、
事
業
の
拡
大
を

図
り
、
新
た
な
就
業
機
会
を
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
で
県
産
品
を
愛

用
し
、
中
小
企
業
を
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

県
内
に
は
、
様
々
な
会
社
や
お
店
、
工
場
、

建
設
業
者
、
配
達
業
者
、
定
食
屋
、
宿
泊
所
な

ど
、
実
に
五
万
七
千
近
く（
平
成
十
八
年
度
の

統
計
調
査
）の
中
小
企
業
が
あ
り
ま
す
。中
小

企
業
と
は
、名
前
の
と
お
り
中
規
模
、小
規
模

な
企
業
を
意
味
し
て
お
り
、
概
ね
従
業
員
が

三
百
名
以
下
（※

業
種
に
よ
っ
て
基
準
が
異

な
り
ま
す
）の
企
業
で
す
。

　

中
小
企
業
は
、
県
内
産
業
の
成
長
を
担
っ

て
い
る
ほ
か
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
や
、
多
様
な
就
業
の
場
の

提
供
、
給
料
の
支
払
い
を
通
し
て
県
民
に
安

定
し
た
生
活
を
も
た
ら
す
、
と
い
っ
た
社
会

的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
中
小
企
業

の
事
業
活
動
に
活
気
が
出
る
こ
と
で
、
そ
の

企
業
の
周
辺
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

県
で
は
、
中
小
企
業
が
担
う
、
こ
の
よ

う
な
社
会
的
役
割
を
重
要
な
も
の
と
考

え
て
お
り
、中
小
企
業
の
自
主
的
な
努
力

に
よ
る
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
に
「
沖
縄
県
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す

る
条
例
」を
制
定
し
、こ
の
中
で
、中
小
企

業
支
援
の
た
め
の
基
本
方
針
を
定
め
て

い
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
経
営
者
（
社
長
）
や
働
い

て
い
る
方
（
従
業
員
）
の
様
々
な
相
談
を

受
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
る
の
が
各
市
町
村
商
工
会
・
商
工
会

議
所
や
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
支
援
団
体
で
す
。

目 的

基本理念

県の役割 中小企業者、関係団体の役割

中小企業者その他の関係者の意見の反映（意見の聴取）

産学行政の連携の確保 財政上の措置

市町村への協力

意見をふまえた上で、基本理念に
のっとった施策を行うよう配慮

中小企業支援施策

経営革新の
促進

環境変化への
適応の円滑化

資金調達の
円滑化

創業の促進

経営基盤の
強化

1

2

3

4

5

基本方針

TEL:098-859-6237

中小企業の様々な相談を受けます！！

お問い合わせ

(財)沖縄県産業振興公社中小企業支援センター

又は、最寄りの各市町村商工会・商工会議所
まで、気軽にご相談ください！

TEL
FAX
：098-866-2330
：098-866-2440

県産業政策課
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県労働委員会事務局  TEL：098-866-2551　FAX：098-866-2554お問い合わせ

出張、転勤、異動など

残業、休暇など 雇用問題、一時金、就業規則など

あっせん申請

あっせん員の指名

事務局調査

あっせんの実地

　

労
働
者
と
使
用
者
の
間
で
起
こ
る
様
々
な
労
働
条
件
な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
、
自
主
的
な
解
決
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
に
、
公
平
な
第
三
者
機
関
と
し
て
当

事
者
の
間
に
入
り
、迅
速
・
円
満
な
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
の
が
労
働
委
員
会
で
す
。

　

今
回
は
労
働
委
員
会
の
制
度
で
最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
「
あ
っ
せ
ん
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

労
働
者
と
使
用
者
の
間
の
労
働
条
件
や
そ
の
他
労
働

関
係
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

例
え
ば
、

な
ど
で
す
。

 　

政
治
的
な
要
求
や
労
働
者
同
士
の
問
題
、
裁
判
所
で

確
定
・
和
解
・
調
停
な
ど
が
成
立
し
た
紛
争
、国
の
機
関

で
あ
っ
せ
ん
中
ま
た
は
あ
っ
せ
ん
が
成
立
し
た
紛
争
な
ど

は
、あ
っ
せ
ん
の
対
象
外
で
す
。

・
突
然
、解
雇
を
言
い
渡
さ
れ
た               

・
会
社
が
、給
料
を
払
っ
て
く
れ
な
い

・
一
方
的
に
給
料
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

・
会
社
が
団
体
交
渉
に
応
じ
て
く
れ
な
い

　

労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
で
、労
働
条
件
な
ど
に
つ
い

て
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
と
き
、双
方
が
誠
意
を
も
っ
て

自
主
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、

話
し
合
い
を
続
け
て
も
当
事
者
で
解
決
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
、あ
っ
せ
ん
員
が
労
働
者
と
使
用
者
の
間

に
入
り
、双
方
の
主
張
を
聴
い
て
言
い
分
を
整
理
し
た

り
、時
に
は
説
得
す
る
な
ど
し
て
双
方
の
歩
み
寄
り
を

図
り
、解
決
の
糸
口
を
探
し
な
が
ら
円
満
な
解
決
の
手

助
け
を
し
ま
す
。こ
れ
を「
あ
っ
せ
ん
」と
い
い
ま
す
。

　

あ
っ
せ
ん
は
、「
団
体
紛
争
の
あ
っ
せ
ん（
労
働
組
合
と

使
用
者
）」と「
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
あ
っ
せ
ん（
労
働

者
個
人
と
使
用
者
）」が
あ
り
ま
す
。

　

あ
っ
せ
ん
は
、労
働
組
合
、労
働
者
個
人
、使
用
者
の
ど

ち
ら
か
ら
も
申
請
で
き
ま
す
。

　

あ
っ
せ
ん
の
手
続
は
無
料
で
す
。

　

ま
た
、あ
っ
せ
ん
は
非
公
開
で
す
の
で
、当
事
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
「
個
別
労
働
関
係
紛
争
処
理
制
度
」と
は
、
労
働
組
合
の

あ
る
、
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
個
々
の
労
働
者
と
使
用
者
と

の
間
で
起
き
た
労
働
条
件
等
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
紛
争

解
決
を
お
手
伝
い
す
る
制
度
で
あ
り
、「
労
働
相
談
」、

「
あ
っ
せ
ん
」な
ど
の
方
法
で
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
労
働
委
員
会
で
は
一
斉
に
、
共
通
の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス

タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
制
度
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

実
施
し
ま
す
。

　

県
労
働
委
員
会
は
、
全
国
共
同
行
動
の
ほ
か
、「
あ
っ
せ

ん
」
に
つ
い
て
県
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（※

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
エ
ン
ジ
ン

で「
沖
縄
県
労
働
委
員
会
」と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
）な
ど

を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
「
あ
っ
せ
ん
員
」と
は
、あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
名
簿
に
登

載
さ
れ
て
い
る
人
の
中
か
ら
、事
件
ご
と
に
会
長
の
指
名

を
受
け
た
人
の
こ
と
で
す
。

　

沖
縄
県
労
働
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
名
簿
に

は
、労
働
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
公
益
の
代
表
者
と

な
る
公
益
委
員
五
名
、労
働
者
の
代
表
者
と
な
る
労
働
者

委
員
五
名
、使
用
者
の
代
表
者
と
な
る
使
用
者
委
員
五
名

の
ほ
か
、事
務
局
職
員
三
名
の
計
十
八
名
が
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

通
常
は
公
益
委
員
、労
働
者
委
員
、使
用
者
委
員
そ
れ

ぞ
れ
一
名
ず
つ
が
指
名
さ
れ
、三
名
で
あ
っ
せ
ん
を
行
い

ま
す
。

　

労
働
者
と
使
用
者
の
間
の
労
働
条
件
な
ど
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
自
分
た
ち
で
解
決
す
る
こ
と
が
困

難
と
な
り
、
第
三
者
機
関
の
助
け
が
必
要

な
と
き
、
労
働
委
員
会

は
中
立
・
公
平
な

立
場
で
迅
速
・
円

満
な
解
決
を
お
手

伝
い
し
ま
す
。ど

う
ぞ
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

「
あ
っ
せ
ん
」と
は
何
で
す
か
？

　
「
あ
っ
せ
ん
員
」と
は
誰
の
こ
と
で
す
か
？

「
あ
っ
せ
ん
」の
対
象
に
な
る
の
は
ど
ん
な

ト
ラ
ブ
ル
で
す
か
？

十
月
は
個
別
労
働
関
係
紛
争
処
理
制
度

の
周
知
月
間
で
す

労
使
間
の
労
働
条
件
な
ど
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
と
き
は

団体紛争・
個別労働関係紛争

労働者委員（5名）

あっせんの流れ

労
働
条
件
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、労
働
委
員
会
が
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
！

あっせん申請できる者
（次の一方または双方）

どちらのあっせん申請も無料です。

団体紛争の場合

個別労働関係紛争の場合

労働組合、使用者

労働者個人、使用者

……………

…

公・労・使委員各1名の
あっせん員を指名します。

事務局が、当事者双方から
聴き取り調査を行います。

あっせん案を提示し、当
事者双方の歩み寄りを
図ります。

労働組合からの推薦に基づいて知事が
任命した労働者の代表者です。
労働者側の事情を正しく反映させる立場
にあります。（労働組合の役員など）

使用者団体の推薦に基づいて知事が任命し
した使用者の代表者です。
使用者側の事情を正しく反映させる立場に
あります。（会社役員、使用者団体役員など）

あっせん員が、当事者双方の
主張を確認し、事実関係を明
確にします。

あっせん案を双方が受
諾すれば解決し、あっせ
ん案拒否や解決の見込
みがない場合は打ち切
りとなります。

申請書はいつでも申請
を取り下げることができ
ます。

自
主
解
決
等

解
決
の
見
込
み
な
し

あ
っ
せ
ん
案
提
示

双
方
ま
た
は
一
方
が
拒
否

双
方
が
受
諾

取
り
下
げ

打
ち
切
り

解　

決

●

●

●

●

●

●

●

●

使用者委員（5名）

解
決
！

迅
速
円
満

【委員の性格・任命】
委員構成

公益委員（5名）
公平な第三者の性格を持
ち、労・使委員の同意を得
て知事が任命します。（大学
教授、弁護士など）

よりよい

労使関係
の

ために



代表的な
スポット

「 コ チ ド リ 」

全長16cm、目の周りの黄色いアイリングが特徴的です。

県内へは冬鳥として渡来し、

水田、耕作地、海岸などで越冬します。

秋から春頃にかけて、

水辺で普通に見ることができる渡り鳥です。

千鳥足は、チドリの仲間が走ったり

立ち止まったりしながら

採餌する行動に由来しています。

田芋畑などに渡ってくる冬鳥

「 コ チ ド リ 」

全長16cm、目の周りの黄色いアイリングが特徴的です。

県内へは冬鳥として渡来し、

水田、耕作地、海岸などで越冬します。

秋から春頃にかけて、

水辺で普通に見ることができる渡り鳥です。

千鳥足は、チドリの仲間が走ったり

立ち止まったりしながら

採餌する行動に由来しています。

田芋畑などに渡ってくる冬鳥

チドリ目チドリ科　　　　　　  

レッドデータなどに指定なし

代表的な
スポット

県内各地の水田、
干潟、河口など水辺



こ
の
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け
は
？ 

所
属
し
て
い
る「
特
殊
災
害
対
応
隊
」

の
仕
事
内
容
は
？

同
じ
道
を
め
ざ
す
人
へ 

経
験
の
中
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
！  

一
日
の
平
均
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

興味のあるシゴトはあるけれど、その実態がよくわからない。 
やりがいや本音、現場の空気がもっと知りたい！そんな思いに応えてさまざまなシゴトをリポート！ 

ヒントはいつも現場にありました！ 

「公務員のシゴト（消防士）」●今月のシゴト・ターゲット

那覇市消防本部中央消防署　特殊災害対応隊　宮平 辰義さん（25歳）
たつよし

身
体
を
張
っ
て

人
命
を
救
う

使
命
感
の
あ
る
シ
ゴ
ト
。

日
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
訓
練
と

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
知
識
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

市
民
の
生
命
や
身
体
、財
産
を
守
る

た
め
、火
災
の
鎮
圧
や
人
命
救
助
、有

毒
ガ
ス
や
劇
薬
な
ど
危
険
物
質
の
流

出
事
故
の
警
戒
活
動
、自
然
災
害
で
の

防
除
活
動
、水
難
事
故
防
止
活
動
な

ど
、災
害
や
事
故
へ
の
対
応
と
そ
の
予

防
を
含
め
た
幅
広
い
活
動
を
行
う
の

が
仕
事
で
す
。強
靭
な
肉
体
と「
社
会

の
役
に
立
ち
た
い
」と
い
う
強
い
信
念

が
必
要
不
可
欠
。ま
た
、専
用
車
両
や

多
く
の
機
器
類
の
扱
い
に
熟
練
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。仕
事
の
内
容

は
ハ
ー
ド
で
す
が
、や
り
が
い
の
大
き

い
職
種
で
す
。市
職
員
採
用
候
補
者
試

験
の
消
防
職
Ⅰ（
上
級
・
中
級
・
初
級
）

ま
た
は
消
防
職
Ⅱ（
救
急
救
命
士
）に

合
格
し
た
後
、基
礎
的
教
育
訓
練
を
実

施
す
る
消
防
学
校
へ
半
年
間
通
い
、そ

れ
ぞ
れ
の
部
署
へ
配
属
さ
れ
ま
す
。

 

勤続6年目ですが、隊では一番の若手。 
明るく優秀な人材として今後も期待しています。 
　体育会系が多い署内でも、特に元気で明るい宮平は

ムードメーカー。訓練でも初心を忘れずに声を出し、真

面目に取り組んでいます。この仕事は手先が器用で人の

動きが読める人が向いており、救急救命士の資格を

持っていると有利。宮平もいずれは救急隊や予防課、警

防課などで経験を積み、さらに成長して欲しいですね。

上司からもヒトコト 

消
防
士
の
シ
ゴ
ト
と
は 

1984年豊見城市出身。高校卒業後、那覇市

職員採用候補者試験に合格。沖縄県消防

学校で基礎的訓練を半年間学び、2003年

中央消防署（現真和志出張所）消防隊に配

属。2006年中央消防署の銘苅移転に伴い、

異動。今年7月より中央消防署に設置され

た特殊災害対応隊に所属。勤続6年目。

宮平 辰義さん

二
歳
上
の
兄
が
消
防
士
に
な
っ
た

影
響
が
大
き
い
で
す
ね
。兄
の
話
か

ら　

身
体
を
張
っ
て
人
の
命
を
救
う
カ
ッ

コ
イ
イ
仕
事　

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
実
際
は
瞬
時
の
判
断
や
対
処

法
の
想
定
な
ど
で
す
ご
く
頭
も
使
う
仕
事

だ
と
思
い
ま
す
。

B
C
（
生
物
剤
・
化
学
剤
）
テ
ロ
災

害
を
含
む
毒
劇
物
事
故
に
迅
速
に

対
応
す
る
こ
と
が
任
務
。
現
場
の
状
況
に

応
じ
て
、
有
毒
ガ
ス
な
ど
の
検
知
器
や
解

毒
剤
、
酸
素
ボ
ン
ベ
や
防
護
服
な
ど
を
積

ん
だ
H
A
Z
M
A
T
（
危
険
物
対
策
）
車
、

救
助
工
作
車
な
ど
で
の
出
動
、
専
門
機
器

を
扱
う
技
術
や
知
識
が
必
要
と
さ
れ
ま

す
。過
去
の
教
訓
を
生
か
し
、　

も
し
那
覇

市
で
サ
リ
ン
事
件
が
起
こ
っ
た
ら　

と
想

定
し
た
対
処
法
を
学
ぶ
訓
練
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

午
前
九
時
か
ら
翌
日
午
前
九
時
ま

で
の
二
十
四
時
間
勤
務
で
一
日
お

き
に
交
代
。初
め
に
、テ
ス
ト
を
兼
ね
た
車

両
の
無
線
交
信
、
次
に
朝
の
体
操
や
業
務

報
告
や
申
し
送
り
な
ど
を
行
う
会
議
、
車

両
の
資
機
材
を
点
検
し
ま
す
。
特
殊
災
害

対
応
隊
は
特
殊
災
害
車
だ
け
で
な
く
、
ポ

ン
プ
車
や
工
作
車
、
は
し
ご
車
の
出
動
や

点
検
も
す
べ
て
兼
任
。
午
後
は
消
火
訓
練

や
救
助
訓
練
、避
難
訓
練
の
立
ち
会
い
他
、

道
路
事
象
調
査
で
最
新
の
道
路
状
態
や
消

火
栓
の
状
況
調
査
・
確
認
な
ど
を
実
施
。夜

間
は
交
代
で
仮
眠
を
取
り
、
緊
急
時
に
備

え
て
朝
ま
で
泊
り
込
み
で
待
機
し
ま
す
。

分
厚
い
防
火
服
を
着
用
し
て
の
訓

練
は
脱
水
症
状
に
な
り
そ
う
な
ほ

ど
過
酷
。キ
ツ
イ
仕
事
で
す
が
、や
れ
ば
や

る
ほ
ど
奥
が
深
く
や
り
が
い
も
大
き
い
。

業
務
も
消
防
隊
、
救
急
隊
、
救
助
隊
他
、
総

務
課
や
予
防
課
、
指
令
情
報
課
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
、
適
性
を
選
べ
る
こ
と
も
魅
力

で
す
。
い
ず
れ
は
消
防
学
校
の
救
急
専
科

で
学
ん
で
救
急
隊
の
資
格
を
取
っ
た
り
、

安
全
基
準
の
立
ち
入
り
検
査
な
ど
を
行
う

予
防
課
の
仕
事
も
や
っ
て
み
た
い
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
な
の
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、買

い
出
し
な
ど
の
雑
用
は
率
先
し
て
引
き
受

け
て
い
ま
す
。
一
人
の
油
断
が
全
体
の
ミ

ス
に
つ
な
が
る
た
め
、
現
場
を
想
定
し
た

訓
練
を
毎
日
行
っ
て
作
業
を
徹
底
。
先
輩

の
現
場
で
の
働
き
は
い
つ
も
的
確
で
素
早

く
、尊
敬
し
て
い
ま
す
。

専
門
学
校
な
ど
で
公
務
員
試
験
対

策
を
万
全
に
す
る
こ
と
。
一
度
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
受
か
る
人
は
ま
れ
な
の

で
、
あ
き
ら
め
ず
に
何
度
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
！
消
防
士
は
命
を
守
る
現
場
で
人
間

と
し
て
成
長
で
き
る
素
晴
ら
し
い
仕
事
で

す
！

那覇市消防本部中央消防署  特殊災害対応隊隊長  消防司令補  新垣努さん

沖縄県産業・雇用拡大県民運動実施中！

おでかけお笑いマッチグー
開催校・開催団体募集中！

　みんなでグッジョブ運動の一環として、「おでかけ

お笑いマッチグー」を高校、大学、専門学校等で実施

します。

　演劇集団FECのメンバーが、仕事の理想と現実の

ギャップをわかりやすくコント上演し、働くことの意義

を考えていただく内容となっています。

　この機会にみんなで、雇用の現状、将来の仕事に対

して考えてみませんか。

◆無料にてFECのメンバーがお伺いします。

　（上演数限定）

◆上演時間（目安）　60分

◆対象　県内高校、大学、専門学校等

◆申し込み、問合せ先　

　県産業政策課雇用創出戦略スタッフ室

　☎098-866-2324

　㈱サン・エージェンシー　　

　☎098-862-3577

　みんなでグッジョブ運動の一環として、沖縄県の重

点産業である観光・リゾート産業及び情報通信関連

産業における求人と求職者のミスマッチを解消し、雇

用情勢の改善を図るため、関係機関・団体等と連携し

て下記のようなことに取り組んでいます。

■フォーラムの開催(9月～H22．2月　計5回開催)

■合同企業説明会（9月～H22．2月　計5回開催）

■見学バスツアー、個別就職相談、面接会の実施

◆問合せ先　（財）雇用開発推進機構

　詳細は　http://www.empact.or.jp

　☎098-859-6140

　おきなわ技能フェスティバルが今年も開催されます。

　同フェスティバルは、技能労働者の技能の向上と技

能に対する社会一般の認識を深め、本県の経済産業、

観光振興並びに技能尊重気運の醸成を図ることを目

的として開催する『職人』による技能イベントです。

◇日　時 10月18日（日）10:15～16:00

◇会　場 那覇地域職業訓練センター

　　　　　（波之上ゴルフレンジ隣り）

◇技能展 技能士会等の活動紹介、作品展示、実演、

　　　　　即売、ものづくり体験コーナー

◇競技大会 第23回沖縄県調理技能競技大会

　　　　　◎日本料理部門 ◎西洋料理部門

　　　　　◎氷彫刻部門　◎洋菓子部門

観光・情報通信産業
『フォーラム』＆『合同企業説明会』

おきなわ技能フェスティバル2009

おでかけお笑いマッチグーは
「見る」職場体験！！

職
場
の
人
間
関
係
を

円
滑
に
す
る
秘
訣
は
？ 

仕
事
の
苦
労
や
や
り
が
い
は
？

 

今
後
の
目
標
は
？

人の命を救える

本当に素晴らしい

仕事です！

不安や恐怖は

もちろんある。

そのための

訓練です。

”

“

”
“



　

沖
縄
で
は
古
く
か
ら
野
菜
と
し
て
食
し
て
い
る
「
パ
パ
イ
ヤ
」

は
、
年
々
生
産
量
が
増
加
し
て
お
り
、
県
や
市
町
村
、
Ｊ
Ａ
が
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

お問い合わせお問い合わせ ●県商工振興課  TEL.098-866-2337　　FAX.098-866-2447 ●県流通政策課  TEL.098-866-2255　　　FAX.098-868-0700

　

「
県
産
品
　

つ
な
が
る
広
が
る
　

み
ん
な
の
笑
顔
」の
標
語
の
も
と
、

十
月
二
十
三
日（
金
）か
ら
三
日
間
、那
覇
市
の
奥
武
山
公
園
と
県
立
武

道
館
で
第
三
十
三
回
沖
縄
の
産
業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

第
三
十
三
回
　

沖
縄
の
産
業
ま
つ
り

沖
縄
の
産
業
ま
つ
り
の
目
的

沖
縄
県
推
奨
優
良
県
産
品
制
度

　

沖
縄
の
産
業
ま
つ
り
は
、生

産
者
の
生
産
意
欲
の
高
揚
と
県

産
品
に
対
す
る
消
費
者
意
識
の

啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、時

代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
製

品
の
開
発
と
品
質
の
向
上
を
促

進
し
、県
内
外
市
場
の
拡
大
と

特
色
あ
る
本
県
産
業
の
振
興
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、県
内
外
業
者
と

の
商
談
の
き
っ
か
け
の
場
と
し

て
も
認
知
さ
れ
、県
外
へ
の
情

報
発
信
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
の
素

材
や
文
化
を
活
用
し
た
食
料
品

や
工
芸
品
の
ほ
か
、化
粧
品
や

エ
ス
テ
・
ス
パ
、リ
ゾ
ー
ト
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
新
し
い
産
業

も
紹
介
さ
れ
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

　

昭
和
五
十
二
年
か
ら
続
く
沖

縄
の
産
業
ま
つ
り
は
、大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
沖
縄

県
内
最
大
の
総
合
産
業
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
約
二
十
二
万
人
の
来
場

者
が
訪
れ
、会
場
は
多
く
の
生

産
者
や
買
い
物
客
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

野
菜
パ
パ
イ
ヤ

食
べ
よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

野
菜
パ
パ
イ
ヤ
の
現
状

野
菜
パ
パ
イ
ヤ
の
特
徴

野
菜
パ
パ
イ
ヤ
食
べ
よ
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

野
菜
パ
パ
イ
ヤ

レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

　

沖
縄
は
パ
パ
イ
ヤ
の
栽
培
適
地
で

す
が
、台
風
や
バ
イ
ラ
ス
病
に
弱
く
、

生
産
が
不
安
定
で
し
た
。し
か
し
、近

年
、施
設
整
備
事
業
に
よ
り
、平
張
り

施
設
の
ハ
ウ
ス
が
導
入
さ
れ
、パ
パ
イ

ヤ
の
安
定
生
産
が
可
能
と
な
り
、生
産

量
が
年
々
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

パ
パ
イ
ヤ
に
は
野
菜
パ
パ
イ
ヤ
と
フ

ル
ー
ツ
パ
パ
イ
ヤ
が
あ
り
ま
す
。熟
す

る
前
の
青
い
野
菜
パ
パ
イ
ヤ
は
う
ち

野菜パパイヤの玄米粉でヘルシー和風グラタン

　

こ
の
制
度
は
、県
産
品
の
品
質
の
向

上
と
需
要
の
拡
大
を
図
り
、販
路
開
拓

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ

た
も
の
で
、公
的
な
試
験
研
究
機
関
等

の
厳
し
い
検
査
と
選
定
審
査
会
に
お

け
る
厳
正
な
審
査
を
経
て
、県
が
推
奨

製
品
を
決
定
す
る
も
の
で
す
。飲
食
料

品
の
部
、生
活
用
品
の
部
、そ
の
他
製

品
の
部（
機
械
・
設
備
類
、建
設
資
材
な

ど 

）の
三
部
門
が
あ
り
、多
く
の
製
品

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。選
ば
れ
た
製

品
に
は「
優
良
県
産
品
」マ
ー
ク
を
付

け
、製
品
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

　

第
三
十
三
回
沖
縄
の
産
業
ま
つ
り

で
は
、平
成
二
十
一
年
度
に
新
た
に
推

奨
さ
れ
た
製
品
の
推
奨
状
交
付
式
と

「
沖
縄
県
推
奨
優
良
県
産
品
展
」を
行

い
、製
品
紹
介
と
同
制
度
の
周
知
を
図

り
ま
す
。

第
三
十
三
回
沖
縄
の
産
業
ま
つ
り

沖
縄
の
産
業
ま
つ
り
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
の
特
産
品
を
使
っ
た
製
品
の
販

売
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、新
事
業
・
新
技

術
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
、三
線
や
陶

器
の
展
示
販
売
、も
の
づ
く
り
体
験
な

ど
家
族
で
楽
し
め
る
催
し
が
多
数
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
沖
縄
の
産
業
ま
つ

り
へ
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　

十
月
二
十
三
日(

金)

　
　
　
　
　

〜
二
十
五
日(

日)

○
場
所
　

奥
武
山
公
園
、県
立
武
道
館

沖
縄
の
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
沖
縄
県
工
業
連
合
会
内
）

○
九
八
｜
八
五
九
｜
六
一
九
一

①野菜パパイヤを半分にカットし、器として使う。器も食べるため、皮をむき、味つけしただし汁で焚いて冷ます。
　残った野菜パパイヤは千切りにしてグラタンの具に使用する。
②①の千切りパパイヤと田芋、カボチャ、海老、鶏肉をパパイヤチャンプルーを作る要領でフライパンで塩、こしょうを
かけて炒める。
③鍋に玄米粉を入れて、豆乳とだし汁でとろみがつくまで煮て、白みそ、薄口しょうゆ、みりんで味付けし、程よい固さに
なったら火を止める。
④次に器に使用するパパイヤを耐熱皿に置き、その中に②を入れて、玄米粉のソースをかけて、チーズをのせて焼く。
全体に焼き色がついたら取り出す。
⑤仕上げにグリーンピースを散らしてできあがり。

野菜パパイヤ 500g
田芋 10g
カボチャ 10g
グリーンピース 5g

海老 2 本
玄米粉 25g 
鶏肉、チーズ 各20g
豆乳 150cc 

薄口しょうゆ 100cc
みりん 100cc
だし汁 1,000cc

白みそ 10g
塩・こしょう 少々

776

15 16 17 18

766776 766

1,010
1,210

昨年のキャンペーンの様子

優良県産品マーク

な
ー
料
理
の
食
材
と
し
て
、フ
ル
ー
ツ

用
の
品
種
が
熟
し
た
も
の
は
果
物
と

し
て
食
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
、野
菜
パ
パ
イ
ヤ
を
食
べ
る

と
産
後
の
肥
立
ち
が
よ
く
な
り
、母
乳

の
出
も
よ
く
な
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、

栄
養
を
た
っ
ぷ
り
含
ん
で
い
ま
す
。野

菜
パ
パ
イ
ヤ
に
は
、カ
リ
ウ
ム
、カ
ロ

テ
ン
を
多
く
含
む
こ
と
か
ら
消
化
吸

収
を
助
け
、疲
労
を
回
復
す
る
働
き
も

あ
り
、食
物
繊
維
も
豊
富
で
腸
を
き
れ

い
に
し
て
く
れ
る
効
果
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、パ
パ
イ
ヤ
に

含
ま
れ
る
パ
パ
イ
ン
酵
素
は
、お
肉
を

柔
ら
か
く
す
る
効
果
が
あ
り
、肉
料
理

の
下
ご
し
ら
え
や
煮
込
み
料
理
に
も

お
す
す
め
で
す
。

　

県
、市
町
村
や
農
林
水
産
業
関
係
団

体
等
で
組
織
す
る
沖
縄
県
農
林
水
産

物
販
売
促
進
協
議
会
は
、毎
年
出
荷
量

の
増
え
る
九
月
か
ら
十
月
に
あ
わ
せ

て
、野
菜
パ
パ
イ
ヤ
の
販
売
促
進
・
消

費
拡
大
を
目
的
と
し
た「
野
菜
パ
パ
イ

ヤ
食
べ
よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、県

学
校
栄
養
士
会
の
協
力
を
得
て
県
内
の

公
立
小
中
校
の
学
校
給
食
に
野
菜
パ

パ
イ
ヤ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
も

ら
う
取
組
み
や
県
庁
地
下
一
階
の
食
堂

に
お
い
て
野
菜
パ
パ
イ
ヤ
メ
ニ
ュ
ー
を

使
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、量
販
店
や
農
産
物
直
売
所

で
の
販
売
促
進
を
は
じ
め
、色
々
な
料

理
法
を
提
案
し
な
が
ら
、キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
十
九
年
度
に
実
施
し
た
ホ
テ

ル
シ
ェ
フ
に
よ
る「
野
菜
パ
パ
イ
ヤ
レ

シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」で
は
、パ
パ
イ
ヤ

を
使
っ
た
様
々
な
レ
シ
ピ
が
考
案
さ

れ
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
金
賞
を
受
賞

し
た「
野
菜
パ
パ
イ
ヤ
の
玄
米
粉
で
ヘ

ル
シ
ー
和
風
グ
ラ
タ
ン
」（
沖
縄
都
ホ

テ
ル
城
間
清
正
シ
ェ
フ
考
案
）を
ご
紹

介
し
ま
す(

下
段
参
照)
。
い
つ
も
の

チ
ャ
ン
プ
ル
ー
と
は
違
う
野
菜
パ
パ

イ
ヤ
料
理
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

ポポちゃん
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各施設行事予定表

県立博物館・美術館

宮古分館

八重山分館

県広報課 〒900-8570　那覇市泉崎1-2-2　TEL.098-866-2020　FAX.098-866-2467 kouhou@pref.okinawa.lg.jp

県 立 図 書 館 情報
ひろば
情報
ひろば

県平和祈念資料館

お昼のひととき、県が実施する行事や募集の
お知らせなどを行っています。
放送時間／毎週月曜日～金曜日
ラジオ沖 縄
RBCiラジオ
F M 沖 縄

（864KHz）11:50～11：55
（738KHz）11:55～12：00
（87.3MHz）12:55～13：00

詳しくは沖縄県ホームページへ http://www.pref.okinawa.jp/　トップページ▶広報・広聴について▶広報誌、テレビ番組等

ご意見・ご提言 県政に対するご意見・ご提言をEメール、FAX、手紙などで募集しています。
県民ご意見箱、知事へのたより
※記入様式等は、ホームページをご覧ください。募集中 あて先

ラジオ県民室ラジオ県民室
10       放送

予定月

RBC　  6：15　　QAB  　11：30　　OTV 　 6：45テレビ放送時間 土 土 日

県広報課からのお知らせ県広報課からのお知らせ

●
日
時
　
10
月
3
日（
土
）午
後
2
時
〜
4
時

●
場
所
　
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
琉
大
病
院
と
な
り
）

●
講
師
　
渡
辺
　
芳
郎
氏（
鹿
児
島
大
学
教
授
）

●
備
考
　
入
場
・
参
加
料
無
料（
先
着
1
4
0
名
）

　
※
11
月
8
日
ま
で
企
画
展「
考
古
資
料
に

　
み
る
日
本
・
沖
縄
」開
催
中

●
問
合
せ
　
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　☎
0
9
8
ー
8
3
5
ー
8
7
5
2

●
日
時
　
10
月
4
日（
日
）開
場
午
前
9
時

　
　
　
　
試
合
開
始
午
後
1
時
15
分

●
場
所
　
那
覇
市
民
体
育
館

●
内
容
　
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
13
人
に
よ

　
る
親
善
試
合
や
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
抽
選
会
等

●
問
合
せ
　
県
地
域
・
離
島
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
3
7
0

　
就
職
を
希
望
す
る
女
性（
学
生
、新
卒
、妊

婦
を
除
く
）を
対
象
に
医
療
事
務
管
理
士
の

資
格
取
得
を
目
指
す
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
間
　
10
月
14
日
〜
11
月
18
日

　（
月
・
水
・
金
）午
前
9
時
〜
午
後
3
時

●
場
所
　
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

●
申
込
方
法
　
10
月
5
日
・
6
日
　
来
所
申
込

●
受
講
料
　
無
料（
教
材
費
2
4,
5
0
0
円
負
担
）

●
問
合
せ
　
県
労
政
・
女
性
就
業
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
9
8
ー
8
6
3
ー
1
7
8
8

●
応
募
締
切
　
10
月
12
日（
月
）ま
で

●
応
募
方
法
　
応
募
申
込
書
と「
私
が
考
え

　
る
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
」を
テ
ー

　
マ
に
し
た
小
論
文
8
0
0
字
程
度
を
提
出

●
問
合
せ
　
県
平
和
・
男
女
共
同
参
画
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
5
0
0

　
県
内
在
住
の
求
職
者
で
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
方
を
対
象
と
し

た
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

【
那
覇
地
区
】

●
受
講
期
間
　
10
月
19
日
〜
11
月
24
日

●
受
講
場
所
　
沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

●
応
募
締
切
　
10
月
13
日
午
後
6
時
ま
で

【
中
部
地
区
】

●
受
講
期
間
　
10
月
26
日
〜
12
月
1
日

●
受
講
場
所
　
沖
縄
商
工
会
議
所
会
館

●
応
募
締
切
　
10
月
19
日
午
後
6
時
ま
で

●
問
合
せ
　（
株
）ベ
ル
シ
ス
テ
ム
24
内
講
座
事
務
局

　
☎
0
1
2
0
ー
7
2
4
ー
0
7
7

●
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間

　
平
成
22
年
４
月
〜
平
成
25
年
３
月（
３
年
間
）

●
応
募
資
格
　
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
沖
縄

　
県
内
に
主
な
事
務
所
を
置
く
者

●
応
募
締
切
　
10
月
30
日

　
※
募
集
要
項
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
　
県
企
業
立
地
推
進
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
7
7
0

●
専
攻
　
園
芸
課
程
、畜
産
課
程

●
定
員
　
本
科（
2
年
間
）　
30
名

　
短
期
養
成
科（
1
年
間
）　
10
名

●
願
書
受
付
期
間

　（
本
科
）推
薦
　
10
月
30
日
ま
で

　
　
　  

一  

般
　
11
月
2
日
〜
12
月
25
日

　（
短
期
養
成
科
）推
薦
、一
般
　
10
月
30
日
ま
で

●
問
合
せ
　
県
立
農
業
大
学
校

　
☎
0
9
8
0
ー
5
2
ー
0
0
5
0

　
10
月
1
日
よ
り
犬
お
よ
び
ね
こ
の
引
取
り

に
は
所
定
の
手
数
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
手
数
料（
一
頭
あ
た
り
）

【
犬
の
場
合
】

　
91
日
齢
以
上（
30
㎏
以
上
）　
3
，５
０
０
円

　
91
日
齢
以
上（
30
㎏
未
満
）　
２
，５
０
０
円

　
91
日
齢
未
満
　
５
０
０
円

【
ね
こ
の
場
合
】

　
91
日
齢
以
上
　
２
，５
０
０
円

　
91
日
齢
未
満
　
５
０
０
円

●
問
合
せ
　
県
薬
務
衛
生
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
2
1
5

　
県
民
の
皆
さ
ま
の
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
要
望
を
お
受
け
し
ま
す
。

【
那
覇
地
区
】

●
日
時
　
10
月
23
日（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
サ
ン
エ
ー
那
覇
メ
イ
ン
プ
レ
イ
ス
2
階

●
日
時
　
10
月
10
日（
土
）正
午
〜
5
時

●
場
所
　
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
会
議
棟

●
対
象
者
　
概
ね
40
代
ま
で
の
求
職
者

●
問
合
せ
　（
財
）雇
用
開
発
推
進
機
構

　☎
0
9
8
ー
8
5
9
ー
6
1
4
0

●
日
時
　
10
月
17
日（
土
）午
後
2
時
半
〜

●
場
所
　
パ
レ
ッ
ト
市
民
劇
場

●
講
師
　
住
田
　
裕
子
氏（
弁
護
士
）

●
備
考
　
参
加
無
料
・
先
着
3
0
0
名

●
問
合
せ
　
沖
縄
県
金
融
広
報
委
員
会

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
8
7

●
願
書
受
付
　
10
月
8
日（
木
）〜
29
日（
木
）

●
受
付
場
所
　
県
産
業
政
策
課
、県
宮
古
事
務

　
所
総
務
課
及
び
県
八
重
山
事
務
所
総
務
課

●
試
験
日
　
11
月
13
日（
金
）

●
問
合
せ
　
県
産
業
政
策
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
3
3
0

【
中
部
地
区
】

●
日
時
　
10
月
29
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
う
る
ま
市
役
所（
本
庁
）１
階
ロ
ビ
ー

●
問
合
せ
　
県
広
報
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
0
2
0

　
沖
縄
行
政
評
価
事
務
所

　
☎
0
9
8
ー
8
6
7
ー
1
1
0
0

　
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
の
受
付
を
平
成
21
年
4
月
よ
り
開
始
し

て
い
ま
す
。対
象
者
は
、公
務
扶
助
料
等
を

受
け
て
い
た
方
が
平
成
17
年
4
月
1
日
か

ら
平
成
21
年
3
月
31
日
の
間
に
亡
く
な
る

な
ど
し
、平
成
21
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場

合
に
、戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
の
方

お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
給
付
内
容
　
額
面
24
万
円
、6
年
償
還
の

　
記
名
国
債

●
請
求
窓
口
　
お
住
ま
い
の
市
町
村
援
護
課

●
問
合
せ
　
県
福
祉
・
援
護
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
7
5

沖縄IT津梁パーク
沖縄観光とカジノ･エンターテイメント検討委員会
ワークライフバランス
美ら島沖縄総体２０１０
県立病院のあり方に関する基本構想

合
同
就
職
説
明
会「
適
職
フ
ェ
ア
」

金
融
･
経
済
講
演
会

「
行
列
の
で
き
る
」金
融
ト
ラ
ブ
ル
相
談
所

は
つ
ら
つ
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

 

i
n  

　N
a
h
a（
入
場
無
料
）

第
35
回
文
化
講
座

江
戸
時
代
の
陶
磁
器
か
ら
み
た

薩
摩
と
琉
球

平
成
21
年
度
砂
利
採
取
業
務
主
任
者
試
験

に
向
け
て

☎0980-72-2317

☎0980-82-2145

☎098-941-8200

◆ミニ展示　「スポーツの秋特集」
　10月1日（木）～31日（土）　

◆写真展「戦後宮古の新聞」　
　10月7日(水)～31日（土）　

◆郷土史講座（第４講～第７講）　
　10月7日～28日（毎週水曜日）

◆郷土史研究会（10月定例会）　
　10月15日（木）

◆ミニ展示　「節まつり・種子取祭」
　10月1日(木) ～31(土)　
◆移動図書館(与那国町中央公民館)
　10月11日（日）　

3 日・4 日
10日・11日
17日・18日
24日・25日
31日・11月1日

◆博物館企画展 「琉球使節、江戸へ行く！」　
　期　間：10月6日(火)～11月29日(日)
　入場料：一般900円、高校生・大学生500円、
　　　　  小・中学生300円

◆行列図絵巻をつくろう（2回講座）
　日時：10月11日(日)、11月8日(日)
　定員：20名(有料・事前申込み必要)

☎098-997-3844

◆特別企画展「イクサヌユーヌワラビ
　～戦時下の教育と子どもたち～」
　期間　10月10日(土)～12月13日(日)
　　　　 ※入場料は無料です。

☆休館日：毎週火曜日、祝日
　http://www.library.pref.okinawa.jp/

☆休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
2
0
1
0
」
通
信
⑥

犬
ね
こ
の
引
取
り
有
料
化
に
つ
い
て

一
日
合
同
行
政
相
談
所

特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

10月1日(木)大会開催まで、あと

日
です

300
http://www-ih2010.jphttp://www-ih2010.jp
大会公式HPはこちら

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
来
年
に
控
え
、大
会
を

支
え
る
”
高
校
生
一
人
一
役
活
動
“
の
中

心
と
な
る
実
行
委
員
の
生
徒
二
十
五
名
が

奈
良
総
体
を
視
察
し
、八
月
二
十
一
日
に
報

告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。視
察
員
の
一
人
で

あ
る
平
良
唯
さ
ん（
名
護
高
校
）は
、「
県
外

で
は
電
車
が
通
っ
て
い
る
け
ど
、沖
縄
開
催

の
と
き
交
通
手
段
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
と

心
配
で
す
が
、実
行
委
員
が
仲
良
く
な
っ
て

一
年
後
の
沖
縄
の
高
校
生
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！
」と
報
告
。ま
た
、池
間
多
躍

裕
君（
伊
良
部
高
校
）は
、「
奈
良
視
察
で
地

元
の
高
校
生
に
多
く
の
話
を
聞
く
こ
と
が

出
来
て
イ
メ
ー
ジ
が
出
来
た
。沖
縄
総
体
を

成
功
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
さ
ら
に
高

ま
っ
た
」と
報
告
。そ
れ
ぞ
れ
の
視
察
報
告

の
後
、積
極
的
な
意
見
交
換
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
視
察
に
は
そ
の
他
、来
年
度
の
総
合
開
会

式
式
典
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
、大
会
記
録
担
当

及
び
総
合
案
内
所
案
内
業
務
を
担
当
す
る

生
徒
の
代
表
者
が
、総
合
開
会
式
や
案
内
業

務
を
視
察
し
ま
し
た
。奈
良
県
の
式
典
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
か
ら
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

た
り
、案
内
担
当
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

た
り
し
て
、交
流
と
研
修
を
深
め
ま
し
た
。

来
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、い
ち
ゃ
り
ば
ち

ょ
う
で
ー
精
神
で
、来
県
者
を
迎
え
ま
す
。

技
術
講
習 

・
医
療
事
務

沖
縄
県
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
公
募

沖
縄
県
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
人
財

養
成
講
座
受
講
生
募
集

「
沖
縄
自
由
貿
易
地
域
」指
定
管
理
者
募
集

平
成
22
年
度
県
立
農
業
大
学
校
学
生
募
集



宜 野 湾 市

輝
け
　

わ
し
た
島
の
未
来

！

リ
ゾ
ー
ト
に
田
芋
畑
、外
人
住
宅
に

カ
フ
ェ
。表
情
豊
か
な
宜
野
湾
市

居
心
地
の
良
い
街
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｍ
Ａ

「
で
い
ご
通
り
」か
ら
広
が
る
魅
力

「
宜
野
湾
市
に
学
ぶ
！
」

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発
ヒ
ン
ト

　

市
域
の
約
三
割
を
米
軍
基
地
が
占
め

て
い
る
宜
野
湾
市
に
は
、国
道
58
号
線
沿

い
に
輸
入
雑
貨
店
を
は
じ
め
と
し
た
ア

メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
店
舗
が
建
ち
並

び
、
西
海
岸
沿
い
に
は
沖
縄
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
ホ
テ
ル
、宜
野
湾
マ

リ
ー
ナ
な
ど
の
開
放
的
な
リ
ゾ
ー
ト
風

景
、豊
か
な
湧
き
水
に
恵
ま
れ
た
大
山
地

区
で
は
田
芋
畑
の
の
ど
か
な
風
景
が
広
が

り
ま
す
。多
彩
な
表
情
を
み
せ
る
宜
野
湾

市
で
、新
た
な「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」づ
く
り

が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

　

市
商
工
会
で
は
、日
本
中
探
し
て
も
コ
コ

に
し
か
な
い「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」を
作
る
こ

と
を
目
的
に
、平
成
二
十
年
度
か
ら「
ぎ
の

わ
ん
ブ
ラ
ン
ド
策
定
事
業
」に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。「
南
米
や
ア
ジ
ア
な
ど
か
ら
の
移

住
者
の
多
い
宜
野
湾
市
は
、多
国
籍
な
文
化

が
入
り
交
じ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら『
Ｆ
Ｕ
Ｔ

Ｅ
Ｎ
Ｍ
Ａ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
』と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
コ
ン
セ
プ
ト
が
生
ま
れ
ま
し
た
」と
、市

商
工
会
経
営
指
導
員
の
平
良
雄
史
さ
ん
は

話
し
ま
す
。  

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｍ
Ａ  

と
は
、全

国
的
に
知
名
度
の
高
い「
普
天
間
」と
、米

国
、ア
ジ
ア
等
の
異
文
化
を
取
り
込
み
、沖

縄
の
要
素
を
融
合
さ
せ
た
街「
宜
野
湾
市
」

を
表
し
て
い
ま
す
。昨
年
、Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｍ

Ａ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
弾
と

し
て
、地
域
資
源
で
あ
る  

田
芋  

を
モ
チ
ー

フ
に
田
芋
ス
イ
ー
ツ
・
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。応
募
作
品
の
中
か
ら
商
品
化
に

向
け
、新
た
な
事
業
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
策
定
委
員
の
メ
ン
バ
ー

は
、国
道
58
号
線
か
ら
普
天
満
宮
に
向
か

う
県
道
81
号
線  

普
天
間
で
い
ご
通
り  

に

あ
る
カ
フ
ェ
や
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

の
若
い
経
営
者
た
ち
。実
は
宜
野
湾
出
身

者
ゼ
ロ
と
い
う
珍
し
い
構
成
で
す
。そ
の

た
め
、普
天
間
の
古
い
社
交
街
や
外
人
住

宅
地
な
ど
を
巡
り
、地
元
の
魅
力
を
新
し

く
発
見
・
再
認
識
す
る
こ
と
か
ら
地
域
ブ

ラ
ン
ド
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

雑
貨
と
イ
ン
テ
リ
ア
の
シ
ョ
ッ
プ
を
経

営
す
る
比
嘉
祥
さ
ん
は「
宜
野
湾
に
は
い

い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。発
信
の
仕
方

が
不
十
分
な
だ
け
。ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
は     

 

人
づ
く
り
、横
の
連
携
づ
く
り
が
大
切 

」

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
の
オ
ー

ナ
ー
で
あ
る
三
枝
克
之
さ
ん
は「
働
く
こ

と
と
暮
ら
す
こ
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
場

所
を
求
め
て
い
た
ら
、な
ん
と
な
く
居
心

地
の
良
い
街  

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｍ
Ａ  

に
辿
り

着
い
た
。こ
の
街
な
ら
、衣
食
住
に
デ
ザ
イ

ン
性
や
ア
ー
ト
性
を
加
え
た
魅
力
づ
く
り

が
で
き
る
」と
、自
身
の
カ
フ
ェ
で
音
楽
や

ア
ー
ト
の
イ
ベ
ン
ト
を
数
多
く
主
宰
し
て

い
ま
す
。比
嘉
さ
ん
や
三
枝
さ
ん
に
刺
激

を
受
け
、三
年
前
に
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
を

オ
ー
プ
ン
し
た
友
知
公
宏
さ
ん
は「
地
域

づ
く
り
の
取
り
組
み
が
街
の
誇
り
に
な
れ

ば
、そ
れ
が
文
化
に
な
る
」と
話
し
ま
す
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
通
し
て
、策

定
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
相
乗

効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、 

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｍ
Ａ
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ  

を
テ
ー
マ
に
市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
向
上
を
め
ざ
し
、Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｍ

Ａ
ブ
ラ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
、田
芋
カ
フ
ェ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
新
た

な
事
業
を
展
開
中
。ま
た
、琉
球
王
朝
時

代
に
中
国
な
ど
の
技
術
者
を
迎
え
た
久
米

三
十
六
姓
に
ち
な
み
、世
界
中
か
ら
ク
リ

エ
イ
タ
ー
を
宜
野
湾
市
に
招
へ
い
す
る『
Ｆ

Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｍ
Ａ
36
』の
構
想
も
新
た
に
ふ

く
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

市
商
工
会
地
域
力
連
携
拠
点
応
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
皆
川
洋
平
さ
ん
は

「
田
芋
カ
フ
ェ
の
イ
メ
ー
ジ
は
観
光
農
園
。

田
芋
生
産
組
合
と
連
携
し
て
畑
で
子
ど
も

と
一
緒
に
田
芋
の
収
穫
体
験
が
で
き
、そ

　先月の旧盆に妙な体験をしました。家族で義伯父の家を訪ね、お中元を
仏壇に供えた瞬間、部屋の電気が消え、その場にいた全員が軽いパニック
に。気を取り直し、仏壇の前で今は亡きオバァの思い出話をしていたら、供
え物が仏壇から転がってきました。もしかして、オバァのいたずら？（tako）

　出張で宮崎県庁に行ってきました。歴史的建造物として有名な宮崎県
庁は、現知事のおかげで一日1,000人を超える観光客が訪れる今や人気
観光スポット。県庁前広場にはカフェがあり、正面玄関には知事等身大の
パネルがお出迎えと一風変わった県庁です。知事のパネルは記念写真を
撮る観光客がおでこ部分をなでるせいかとても輝いていました。(momo)

沖縄県広報誌
平成21年10月1日発行第33巻10号通巻409号

企画・編集・発行　沖縄県知事公室広報課
〒900-8570　沖縄県那覇市泉崎1-2-2
TEL：098-866-2020
●表紙 写真・島袋常貴／
　田芋畑のあぜ道を元気に歩く
　子どもたち（宜野湾市）

『
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｍ
Ａ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
』を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

ぎ
の
わ
ん
ブ
ラ
ン
ド
で
人
を
つ
な
げ
！

の
場
で
田
芋
ス
イ
ー
ツ
を
味
わ
え
る
カ

フ
ェ
を
作
り
た
い
」と
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

意
欲
的
で
す
。

　

「
田
芋
は
あ
く
ま
で
モ
チ
ー
フ
の
ひ
と

つ
。そ
こ
に
関
わ
る
人
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

特
産
品
」と
、ブ
ラ
ン
ド
策
定
委
員
長
の
伊

敷
豊
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｍ
Ａ
の
新
た
な
地
域
づ
く

り
を
世
界
に
発
信
し
て
い
く
た
め
に
、人

と
ア
イ
デ
ィ
ア
が
集
結
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

・
街
が
持
つ
国
際
性
や
多
様
性
を

  「
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｍ
Ａ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
」

  

と
い
う
個
性
的
な
フ
レ
ー
ズ
で
表
現

・
地
元
出
身
者
に
こ
だ
わ
ら
ず
、街
の

  

魅
力
を
再
発
見
で
き
る
多
彩
な

  

メ
ン
バ
ー
の
自
由
な
発
想
が
き
っ
か
け

・
特
産
品
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、

  

街
づ
く
り
・
人
づ
く
り
が「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」

・「
無
理
し
な
い
」「
飾
り
過
ぎ
な
い
」

  

自
然
体
で
長
期
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が

  

大
事

宜野湾市商工会
☎098-897-0111
URL　http://www.ginowan.or.jp

アンケート
「美ら島沖縄」のご感想をお聞かせください。
パソコンはこちら
http://www.pref.okinawa.jp/churahome/

人
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

特
産
品
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想

多彩なメンバーが集結した『FUTENMAチャンプルー』ブランド策定委員会の皆さん

「田芋カフェ」イメ ージデザイン

アートや音楽、情報の発信基地として人気のカフェ

“

“

“

””

”

“

”

や
す
し

“

”

輸入インテリアを扱うショップが建ち並ぶ国道58号線と、
のどかな風景が広がる大山の田芋畑。さまざまな表情を
見せるのが宜野湾市の魅力のひとつ

カフェやホテル、レストランなど、多くの
参加店舗がアイデアと技を競った「田
芋スイーツ・料理コンテスト」入賞作品

“

”

と
も
ち


